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　最近では、イランカ
ラプテがアイヌ語の挨
拶として知られるよう
になりましたが、日常
的には「食事を取った
か」というのが最も一
般的なものでした。
　食料の全てを自然界
から得ていたアイヌの人々が生きてゆくために最も大
切だったのは、「食べる」ことでしたが、食材の獲得は、
天候や猟運の有無に大きく左右され不安定だったこと、
また漁期中は、和人に本州向けの商品製造に従事させ
られたため食料調達ができず、日当代わりに支給され
る玄米もわずかだったためです。明治期になると河川
での鮭鱒の捕獲や燃料の木々の伐採も禁止となり、条
件の悪い給与地での耕作を余儀なくされたため、食糧
事情はさらに悪化しました。
　こうしたことから、早朝に出会った者同士は食事を
とったか否かを先ず尋ねるのが半ば慣習となっていま
した。ネプカエエルウェタアン？（nep－何 ka－か e－
お前は e－食べ ruwe ta an－られましたか？）、エイペ
ルウェ？（e－あんたは ipe－食事をした ruwe－のか？）
と聞きます。もし、ソモ（somo－いいえ）とか、ヘン
ネ（henne－いいや）と答えれば、エントゥラワイペヤ
ン（en－私 tura－と一緒になっ wa－て ipe－食事し 
yan－ましょう）ということが普通だったので、アイヌ
社会では食べ物を呉れ惜しむ人は、イペウナラとかイ
ペフナラ（ipe－食事 hunara－をさがす、を呉れ惜しむ）
とか言われ非難されたのです。これは人物評価として
は最悪で、このような人間だと看

み

做
な

されれば、付き合っ
てくれる人が、いつしかなくなり、いざという時、誰に
も助けてもらえません。それだけでなく、食べ物の恨
みは末代まで語り継がれたものでした。
　他の家を訪ねるときにも細かな作法がありました。
男性ならば戸口で咳払い、女性ならば控えめに「オフ
オフ」と言うのですが、聞こえなければ入口に下げて

ある板を棒で叩きま
す。これはシフムヌヤル
（si－自身の hum－音 
nu－を聞か yar－せ
る）、シフムヌレ（si－
自身の hum－音 nu－
を聞か re－せる）と言
う行為です。そうする

と大抵その家の奥さんか、娘さんが戸口に出てきて要
件を聞き、家の主人の許しがあって屋内に入ることが
できます。
　重要な要件で他の家を訪ねるのは大抵、男性のため、
訪問者は自分が二

ふた

心
ごころ

のない安全な人間であること（刃
物を隠し所持していない）を証明するため帯を解き、
折りたたみ、冬期であれば履いてきた魚皮製靴などを
片手に持ち、家に上がります。その時の姿勢は、身を
屈めて進み、最初は下座に座って、囲

い

炉
ろ

裏
り

の火の神と
家の左奥隅に祀

まつ

られているその家の守護神に拝礼をし
ます。次いで、家の主人が指定する座に移って座ります。
それから、対座する家の主人に重厚な拝礼をし、その後、
主人のキセルをもらい受け、自らのブレンドした煙草
を火皿につめ、それを囲炉裏の火にのべて、少し吸っ
て火を移し、自分が吸った吸い口を袖口で軽く拭いて
から主人に返します。次に、主人は相手のキセルを受け、
今度は自分の煙草をつめ、同様にしてキセルを客に戻
し、初めて互いに一服を吸い、相手の煙草の葉のブレ
ンド具合などから、煙草の味で自分への対応の軽重を
はかり、客の値踏みをしたのだそうです。
　さらに、客が主人の信用を得るためには、単に名乗
るだけでは足りず、祖先の来歴や、家の主人と関わる
話題なども話し、自分がその子孫にあたるということ
を述べます。そこで敬意を払うに値する相手と判断さ
れれば、神窓側の上座に座るように促されます。勝手
に上座に座るのはとんでもないマナー違反でした。自
然の中で暮らし一見単純そうなアイヌ社会が、非常に
厳格で複雑なルールに基づいていたことがわかります。
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